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本書は長野県上田市における各種開発事業等に伴う遺跡確認のための、平成24年度市内遺跡発掘調査報告

書である。

本文中の遺跡番号は、平成18年3月6日の上田市・丸子町・真田町・武石村の合併以前の市町村の番号を

使用している。

3　調査は、国庫補助事業として上田市（事務局　上田市教育委員会事務局文化振興課）が実施した。

4　調査は、平成24年4月1日から平成25年3月25日まで実施した。

5　調査は、文化振興課の中沢徳士と和根崎剛が担当した。

6　調査は主として、バックホーによるトレンチ調査を主として行った。

7　調査にかかる資料は、上田市立信濃国分寺資料館に保管している。

8　調査にかかる事務局の体制は、次のとおりである。

（教育長）小山専一（教育次長）武井繁樹（文化振興課長）土屋信之（文化財保護係長）久保田敦子

（文化財保護係）中沢徳士・和根崎剛

9　調査に係る作業は次のとおり担当した。

（現地調査）中沢・和根崎　（整理作業）中沢・和根崎

（バックホーオペレーター）和農興／竹内和好

10　調査にあたり、施工主及び関係機関並びに地域の方々に、日程調整及び発掘調査の承諾等でご協力をいた

だいた。深く感謝の意を表するものである。

11本書の参考・引用文献は次のとおりである。

『上田市の原始・古代文化　埋蔵文化財分布調査報告書』上田市教育委員会　昭和52年（1977年）

『上田市文化財分布図』上田市教育委員会　平成8年（1996年）
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1　下町田遺跡

（1）調　査　地　上田市常田3丁目15－1

（2）遺跡番号

（3）原　　　　因

（4）調　査　日

（5）調査方法

（6）調　査面積

（7）調査担当者

上田市057

課外活動施設建設

平成24年5月10日

バックホーによるトレンチ調査

約30Ⅰ肩

中沢徳士

経過

信州大学繊維学部は、平成24年度事業として課外活動施設を建設するという計画があった。この計画地に

は、周知の埋蔵文化財包蔵地「下町田遺跡」が所在していた。

下町田遺跡は、過去6度にわたって学部構内の施設建設に伴う発掘調査を実施しており、弥生時代後期，箱清

水期を中心とした大規模な集落遺跡が確認されていた。建設予定地はその北側に隣接していたため、事前に試掘

調査を実施し、その結果をみて保護措置を検討することとなった。

調査の結果

調査は届出地にトレンチ1本を設定して実施した。

の範囲外であることが確認された。
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調査着手前（北東から）

Tr－01（西から）

－2－

Tr－01（東から）



Tr－01

下町田遺跡試掘調査トレンチ設定図

－100cm 土層凡例

Ⅰ…表土（埋立土）

ⅠⅠ…旧表土

Ⅲ…名褐色砂質土

Ⅳ…河岸泥流層

下町田遺跡土層柱状図
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2　染屋台条里水田跡遺跡

（1）調　査　地

（2）遺跡番号

（3）原　　　因

（4）調　査　日

（5）調査方法

（6）調査面積

（7）調査担当者

上田市中央東4番61号

上田市052

病棟建設

平成23年6月13日

バックホーによるトレンチ調査

約20Ⅰポ

中沢徳士

経過

平成24年月日、当該地所有者から病棟建設の届出があった。この土地は、周知の埋蔵文化財包蔵地「染屋台

条里水田跡遺跡」（遺跡番号052）の西端部にあたる。当該遺跡は、中心市街地の東方の染屋台地全域に広が

る古代から中世にかけての条里遺構と推定され、調査を重ねてきているが、埋没する畦畔や水路跡などは検出さ

れていない。今回、病棟建設にあたり、遺跡の有無について試掘調査を実施した。

調査の結果

調査は当該地に2本のトレンチを設定して実施した。その結果、埋没畦畔や水路等の条里的な遺構やその他の

遺構・遺物はまったく検出されなかった。

調査位置図

－4－



－5－

調査地全景（北東から）

Tr－01（東から）

Tr－02（東から）



Ⅰ 

ⅠⅠ 

ⅠⅠⅠ 

Tr－01

染屋台条里水田跡遺跡試掘調査トレンチ設定図

Tr－02

－100cm

染屋台条里水田跡遺跡土層柱状図

－6－

土層凡例

Ⅰ…耕作土

ⅠⅠ…礫混強粘質褐灰色土

ⅠⅡ・・・地山層

「「Ⅲ



3　国分遺跡群

（1）調　査　地

（2）遺跡番号

（3）原　　　因

（4）調　査　日

（5）調査方法

（6）調査面積

（7）調査担当者

上田市国分

上田市054

市道国分小岩門線改良事業

平成24年6月18日～20日及び11月16日

バックホーによるトレンチ調査

約100Ⅰ肩

中沢徳士

経過

平成24年度、上田市（土木課）から、史跡信濃国分寺跡の東側を通る市道国分小岩門線改良事業の計画立案

にあたり、当該地の埋蔵文化財の有無について照会があった。この土地は、周知の埋蔵文化財包蔵地「国分遺跡

群」（遺跡番号054）にあたっていた。同遺跡は、平成9年及び11年に遺跡を東西に横断する道路建設に伴

う発掘調査が実施されており、古代の道路遺構や錫杖鋳型などを検出・出土し、古代信濃国分寺との関連性が注

視される遺跡である。本開発事業は、同遺跡を南北に縦断するものであり、その遺構に有無について試掘調査を

実施した。

調査の結果

調査は、用地買収の進捗にあわせ、平成24年6月と11月の2回に分けて、当該地にトレンチを設定して実

施した。その結果、6月調査のTr－03からピット遺構が検出され、11月調査では、南側段丘と西側微段丘下を

除くトレンチから竪穴建物跡やピット、溝跡等の遺構が検出された。この成果を元に、平成24～25年度の2

カ年にわたって、記録保存のための発掘調査を実施することとなった。

十二≡享 
調査位置図

－7－
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6月調査Tr－01（北から）

6月調査Tr－02（東から）

6月調査Tr－04（東から）



11月調査Tr－01（北から）

－9－

11月調査Tr－02（東から）

11月調査Tr－04（東から）



ヰ叫
平　面　図 S＝1：500

国分遺跡群試掘調査トレンチ設定図

Tr－04

土層凡例

Ⅰ…埋土

ⅠⅠ…耕作土

ⅠⅠⅠ・・・赤褐色溶脱層

ⅠⅤ…明灰色火山泥流層

Ⅴ…粘質暗褐色土層

国分遺跡群土層柱状図

－10－

－100cm
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4　上田城跡

（1）調　査　地

（2）遺跡番号

（3）原　　　因

（4）調　査　日

（5）調査方法

（6）調査面積

（7）調査担当者

上田市大手一丁目1番45号

066

学校建設

平成24年8月14日～15日

バックホーによるトレンチ調査

約120汀i

中沢徳士

経過

上田市（上田市教育委員会事務局教育総務課）は、平成25年度からの上田市立第二中学校の整備事業（校舎

等建て替え）の計画に際して、現在同校の校庭となっている箇所に校舎を新築することとした。当該地には、周

知の埋蔵文化財包蔵地「上田城跡」の範囲であり、古地図を見ると、二の丸尼が淵から上田藩主居館址に向かう

空堀と通路跡と思われる表記があった。このため、事前に遺跡確認の試掘調査を実施することとなった。

調査の結果

調査は当該地にトレンチを設定して実施した。その結果、二の丸尼が淵から上田藩主居館址に向かう堀跡が確

認され、校舎建設前に記録保存のための発掘調査を実施する必要があることが確認された。

調査位置図

－1ト
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調査Tr－01（南から）

Tr－02（南から）

Tr－02（南から）
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上田城跡試掘調査トレンチ設定図

T r－01

T r－02

－100cm

－200cm

上田城跡土層柱状図

－13－

土層凡例

Ⅰ…表土

ⅠⅠ…礫混弱粘質褐色土

ⅠⅠⅠ…礫混橙色土

ⅠⅤ…白色礫混橙灰色土

［U「



5　道添遺跡

（1）調　査　地　上田市本郷

（2）遺跡番号128

（3）原　　　因　住宅建築

（4）調　査　日　平成24年11月2日

（5）調査方法　バックホーによるトレンチ調査

（6）調査面積　約30Ⅰポ

（7）調査担当者　中沢徳士

経過

文化財保護法第93条により、当該地に住宅を建築する届出があった。届出地には、周知の埋蔵文化財包蔵地

「道添遺跡」があり、上田市の原始・古代文化によれば、「下小島集落の東南方、産り口東岸の県道沿い、お

よそ2，000m2にわたって、縄文期の石嫉。石皿。石棒、爾生後期の箱清水式、後期の土師。須恵器を出土して

いる。」とあり、その遺跡に有無について試掘調査を実施する必要が生じた。

調査の結果

調査は当該地にトレンチを設定して実施した。その結果、遺構・遣物の検出はなかった。

調査位置図

－14－



着手前（西から）

15

Tr－01（東から）

土層（南から）
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ⅠⅠ 

ⅠⅠⅠ 

ⅠⅠⅠ 

道添遺跡試掘調査トレンチ設定図

GL

土層凡例

Ⅰ…耕作土

ⅠⅠ…褐色粘質土

ⅠⅠⅠ…橙褐色弱粘質土

ⅠⅤ…橙褐色硬質土

道添遺跡土層柱状図
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6　天神堂遺跡

（1）調　査　地

（2）遺跡番号

（3）原　　　因

（4）調　査　日

（5）調査方法

（6）調査面積

（7）調査担当者

上田市中之条

上田市101

住宅建築

平成24年11月17日

バックホーによるトレンチ調査

約20Ⅰ肩

中沢徳士

経過

文化財保護法第93条により、当該地に住宅を建築する届出があった。届出地には、周知の埋蔵文化財包蔵地

「大神堂遺跡」があり、上田市の原始・古代文化によれば、「上田千曲高校グラウンドの西隅から北西へ、およ

そ150mの緑川遺跡と、西方の天神堂遺跡が、東西およそ200m、南北およそ100mにわたって分布し、とも

に弥生後期の箱清水式土器などを出土する。これらは一体の遺跡と考えられるが、急速に宅地化が進み、破壊が

憂慮される。」とある。また、平成6年10月12日には、当該遺跡近接地における公園造成に伴う試掘調査を

実施しており、その結果は、「GL－30cmのレベルで包含層を確認し、弥生時代後期の土器を出土した。Tr－02

でも、GL－30cmのレベルで古墳時代前期の住居址と思われる遺構を確認した。」とある。

調査の結果

調査は当該地にトレンチを設定して実施した。その結果、当該地では盛り土もあり、GL－70cmから弥生土器

片が顔を覗かせており、遺構の検出はなかったものの、遺跡の存在が確認された。なお、建築計画との照合によ

り、遺構保護層が確保されたため、記録保存のための発掘調査は不要となった。

調査位置図

－17－



Tr－01（東から）
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天神堂遺跡試掘調査トレンチ設定図

GL

－100cm

ヽノ
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土層凡例

Ⅰ…表土（耕作土）

ⅠⅠ…橙褐色弱粘質土

ⅠⅠⅠ…褐灰色弱粘質土

ⅠⅤ…灰褐色砂質土（地山）

天神堂遺跡土層柱状図
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